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一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
三
一
日

か
ら
八
月
二
一
日
ま
で
、
桜
岡
尋
常
高
等
小

学
校
長
安
室
晋
治
は
、
寿
尋
常
高
等
小
学
校

長
蓑
島
兵
蔵
、
北
方
尋
常
高
等
小
学
校
長
高

橋
林
造
と
共
に
、
朝
鮮
・
満
洲
へ
視
察
旅
行

に
赴
い
て
い
る
。
安
室
晋
治
は
、
こ
の
視
察

に
つ
い
て
ノ
ー
ト
を
用
意
し
、
若
干
の
メ
モ

と
、
紹
介
状
と
し
て
の
名
刺
類
、
鉄
道
の
食

堂
車
案
内
や
ホ
テ
ル
の
タ
グ
や
記
念
写
真
な

ど
を
貼
付
し
て
い
る
（
安
室
吉
弥
家
資
料
一

二
四
）。こ
の
他
、
視
察
前
や
視
察
中
に
手
に

入
れ
た
と
思
わ
れ
る
各
地
の
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
類
や
絵
葉
書
な
ど
も
残
し
て
い
る
。

教
育
機
関
へ
の
視
察
が
主
な
目
的
で
あ
る
が
、

こ
の
ノ
ー
ト
で
は
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
そ

こ
で
主
に
行
程
を
中
心
に

こ
の
視
察
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
安
室
晋
治
に
つ

い
て
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

現
磯
子
区
の
旧
家
に
生
ま

れ
、
神
奈
川
県
立
第
一
中

学
校
を
卒
業
し
、
神
奈
川

県
師
範
学
校
へ
と
進
み
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年

卒
業
後
、
金
沢
小
・
森
中

原
小
の
訓
導
を
経
て
、
二

一
（
大
正
一
〇
）
年
日
下

小
の
校
長
と
な
り
、
翌
二
二
年
、
後
の
桜
岡

小
と
な
る
大
岡
川
小
の
校
長
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
二
七
（
昭
和
二
）
年
大
岡
川
村
の
横

浜
市
編
入
に
よ
る
桜
岡
小
へ
の
名
称
変
更
、

四
一
（
昭
和
一
六
）
年
桜
岡
国
民
学
校
へ
の

変
更
後
、
四
二
年
八
月
ま
で
の
約
二
〇
年
間

の
長
き
に
わ
た
っ
て
校
長
を
勤
め
て
い
る
。

こ
の
安
室
晋
治
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

料
や
、
近
現
代
の
地
域
資
料
な
ど
二
〇
〇
〇

件
を
越
え
る
資
料
が
、
横
浜
市
史
Ⅱ
の
編
集

過
程
に
お
い
て
、
安
室
家
か
ら
横
浜
市
に
寄

贈
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
市
史
資
料
室
が

所
蔵
・
公
開
を
し
て
い
る（『
横
浜
市
史
資
料

所
在
目
録　

近
現
代
』
第
9
集
参
照
）
。

市
の
初
等
教
育
者
海
外
視
察

横
浜
市
で
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年

か
ら
初
等
教
育
者
の
海
外
視
察
を
始
め
て
い

る
。
こ
れ
は
「
他
の
諸
都
市
に
率
先
し
」
た

も
の
で
あ
っ
た（『
大
正
十
四
年
度　

欧
米
教

育
状
況
視
察
報
告
書
』
横
浜
市
役
所
）。

初
回
は
、
本
町
小
校
長
秋
山
兵
三
郎
が
、

二
〇
年
一
〇
月
一
一
日
か
ら
翌
年
七
月
二
一

日
ま
で
の
約
一
〇
か
月
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
欧
米
諸

国
を
巡
っ
て
い
る（『
教
育
研
究
紀
要
』
第
一

輯
、
横
浜
市
役
所
、
一
九
二
二
年
）。

初
期
は
主
に
欧
米
が
目
的
地
で
あ
っ
た
が
、

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
度
か
ら
は
、「
必

ず
し
も
欧
米
と
定
め
て
一
名
を
選
ぶ
必
要
は

な
い
」
と
い
う
市
長
の
意
見
に
よ
り（『
横
浜

貿
易
新
報
』
二
七
・
一
・
二
七
、
以
下
、
横

貿
）、稲
荷
台
小
校
長
久
芳
龍
蔵
他
二
名
が
、

香
港
・
ス
ラ
バ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
上
海

な
ど
南
洋
方
面
に
視
察
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。
翌
年
度
に
は
、
日

枝
第
一
小
校
長
渡
辺
市
五
郎
他
四

名
が
、
パ
ラ
オ
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
委
任
統
治
領
に
、
北
方
小
校

長
猪
瀬
久
三
他
四
名
が
、
朝
鮮
半

島
・
満
洲
・
沿
海
州
へ
と
赴
い
た
。

ソ
連
領
で
あ
る
沿
海
州
へ
の
立
ち

入
り
に
つ
い
て
は
、
大
使
館
と
の

話
し
合
い
が
つ
く
前
に
出
発
と
な

り
、
許
可
が
下
り
た
と
い
う
電
報
を
哈は

る
ぴ
ん

爾
濱

に
お
い
て
受
け
取
る
事
態
も
あ
っ
た
（
横
貿

二
七
・
八
・
二
四
）。

そ
の
後
は
、
朝
鮮
・
中
国
・
満
洲
が
主
な

目
的
地
と
な
っ
た
。
期
日
も
南
洋
方
面
は
二

か
月
、
朝
鮮
・
中
国
大
陸
は
一
か
月
ほ
ど
と

な
っ
た
。
人
数
は
、
欧
米
行
き
で
詳
細
が
わ

か
る
一
九
二
〇
年
度
と
二
五
年
度
は
一
人
で

あ
る
が
、
二
六
年
度
の
南
洋
方
面
は
三
人
と

な
り
、
二
七
年
度
委
任
統
治
領
と
朝
鮮
・
中

国
、
二
八
年
度
・
二
九
年
度
の
朝
鮮
・
中
国

は
五
人
と
な
り
、
三
二
年
の
予
定
記
事
で
は

定
員
四
名
と
書
か
れ
て
い
る
（
横
貿
三
二
・

七
・
二
六
）。『
横
浜
市
事
務
報
告
書
』
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
学
校
・
青
年
訓
練
所
教
職
員

出
張
の
海
外
視
察
で
は（
表
1
）、
三
二
年
は

満
洲
方
面
に
一
人
と
あ
り
、
三
三
年
は
派
遣

さ
れ
な
か
っ
た
。
三
四
年
以
降
、
統
計
が
延

べ
人
数
と
な
り
参
加
人
数
が
分
か
ら
な
い
が
、

三
〜
五
名
が
「
朝
鮮
・
満
洲
・
支
那
」
方
面

へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。三
六（
昭

和
一
一
）
年
の
欧
米
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
か

れ
た
第
七
回
世
界
教
育
会
議
に
も
出
席
し
た
、

浦
島
小
校
長
の
平
戸
喜
太
郎
で
あ
ろ
う
（
横

一
九
三
七
年
の

朝
鮮
・
満
洲
視
察
旅
行

写真1　�桜岡小教職員　視察の次年度1939年2月撮影　中央
が校長の安室晋治� （安室吉弥家資料No.245）

表1　学校・青年訓練所教職員の海外視察出張
年 視　察　地 人数

1927 南洋 3 
委任統治諸島 5 
朝鮮・満洲・沿海州 5 

1928 朝鮮・支那 5 
1929 朝鮮・支那 5 

欧米 1 
1930 台湾 4 
1931 朝鮮・支那 3 
1932 満洲 1 
1933 （なし）

年 視　察　地 延人数
1934 朝鮮・支那・満洲 63 
1935 朝鮮・満洲・支那 70 
1936 朝鮮・満洲・支那 120 

欧米 160 
1937 朝鮮・満洲・支那 63 
1938 朝鮮・満洲・支那 42 

注：�『横浜市事務報告書』各年。視察地は資料の記述
のまま。1年に複数あるものの並びは、実際の後
先ではない。1934年以後は、注記がないものの
延人数（参加人数×日数）と思われる。
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貿
三
六
・
一
〇
・
一
七
な
ど
）。こ
れ
ら
の
海

外
視
察
を
命
じ
ら
れ
た
者
は
、
分
か
る
範
囲

で
は
総
て
学
校
長
で
あ
っ
た
。

三
九
（
昭
和
一
四
）
年
は
、
神
奈
川
小
校

長
亀
住
春
吉
他
二
名
に
よ
る
朝
鮮
・
満
洲
・

関
東
州
へ
の
派
遣
の
予
定
記
事
が
あ
り（『
読

売
新
聞
』
三
・
七
・
七
夕
）、こ
れ
と
は
別
に

神
奈
川
県
教
育
会
が
、
中
小
学
校
長
二
〇
名

を
派
遣
す
る
予
定
で
（
同
三
九
・
八
・
三
）、

そ
の
中
に
も
横
浜
市
の
学
校
長
が
含
ま
れ
て

い
た
。
翌
四
〇
年
は
、
県
に
よ
る
興
亜
教
育

振
興
費
に
よ
る
派
遣
が
行
わ
れ
た
（
横
貿
四

〇
・
七
・
三
一
）。

視
察
旅
行
へ
出
発
す
る

安
室
晋
治
が
、
こ
の
視
察
に
派
遣
さ
れ
る

事
が
決
ま
っ
た
期
日
は
不
明
だ
が
、
最
終
的

に
市
長
決
裁
が
下
り
た
の
は
、
出
発
ま
で
一

か
月
を
切
っ
た
、
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七

月
九
日
で
あ
っ
た
（「
昭
和
十
二
年
当
用
日

記
」、
安
室
吉
弥
家
資
料
六
）。
こ
の
年
、
安

室
は
、
四
月
に
名
古
屋
に
出
張
し
、
会
議
の

外
、
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
の
見
学

や
「
ラ
イ
ン
」
見
学
、
高
山
・
下
呂
・
養
老

な
ど
を
廻
り
、
伊
東
か
ら
下
田
へ
も
赴
い
て

お
り
（
同
）、長
期
出
張
は
二
度
目
で
あ
っ
た
。

こ
の
出
張
の
準
備
に
つ
い
て
は
、
七
月
一

二
日
に
、
一
緒
に
視
察
に
行
く
高
橋
林
造
の

北
方
小
へ
打
合
せ
に
い
っ
た
日
記
記
事
が
、

は
っ
き
り
分
か
る
唯
一
で
あ
る
が
、
校
長
と

し
て
、
た
び
た
び
市
役
所
を
訪
れ
て
い
る
中

に
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、
七
月

二
〇
日
に
終
業
式
が
終
わ
り
、
夏
休
み
期
間

と
な
っ
た
。

出
発
当
日
の
様
子
は
、
次
の
よ
う
に
日
記

に
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
日
か
ら
帰

宅
の
前
日
ま
で
は
、
安
室
ハ
ル
が
日
記
を
付

け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
七
月
三
十
一
日　

晴

⒈　

此
ノ
日
い
よ
〳
〵
出
発
の
日
、
午
後
八

時
四
十
二
分
発
。

⒉　

朝
、
床
や
に
行
き
、
市
長
に
挨
拶
に
高

橋
、
蓑
島
、
安
室
三
人
で
十
時
に
出
か
ケ
、

午
後
は
何
か
と
整
理
に
せ
わ
し
。

⒊　

六
時
夕
食
を
す
ま
せ
、
湯
に
入
り
、
七

時
青
年
会
の
人
来
ル
、
二
十
人
、
ビ
ー
ル
、

豆
、
す
る
め
を
饗
応
す
、
い
よ
〳
〵
七
時
十

五
分
泰
蔵
、
岡
竹
、
渡
部
、
春
子
、
忠
治
、

同
乗
見
送
る
、
自
動
三
台
、
後
よ
り
青
年
会

の
見
送
り
に
て
、
横
浜
駅
に
着
、
多
数
の
見

送
り
を
受
け
元
気
で
八
時
四
十
二
分
出
発
」

先
ず
、
朝
、
床
屋
に
出
か
け
散
髪
を
し
て
、

一
〇
時
に
高
橋
林
造
・
蓑
島
兵
蔵
と
共
に
市

長
に
挨
拶
に
出
か
け
て
い
る
。
昼
か
ら
は
、

出
発
の
準
備
な
ど
に
忙
し
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
夕
方
六
時
に
夕
食
、
風
呂
に
入
っ
た
あ

と
、
七
時
に
見
送
り
の
青
年
会
な
ど
の
人
々

が
二
〇
人
ほ
ど
来
宅
し
た
の
で
ビ
ー
ル
な
ど

を
出
し
、
七
時
一
五
分
に
見
送
り
の
家

族
と
同
乗
し
て
自
動
車
で
出
発
、
青
年

会
の
人
々
も
自
動
車
で
横
浜
駅
ま
で
見

送
り
に
来
て
い
る
。
駅
に
は
、
他
の
校

長
の
見
送
り
も
多
数
来
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
午
後
八
時
四
二
分
発
の
列
車
に

乗
り
出
発
し
て
い
る
。

ノ
ー
ト
に
貼
付
さ
れ
た
日
程
表
に
よ

る
と
、
車
中
泊
で
翌
一
日
午
後
六
時
〇

〇
分
に
下
関
着
の
予
定
で
あ
っ
た
。
当

時
の
簡
単
な
時
刻
表
を
み
る
と（「
昭
和

十
二
年
八
月
現
在　

列
車
時
刻
表
」
安

室
吉
弥
家
資
料
一
五
六
〇
）、八
時
四
二

分
発
は
普
通
の
沼
津
行
き
で
、
下
関
六

時
着
の
急
行
（
東
京
九
時
発
、
横
浜
九

時
三
八
分
発
）
で
は
な
い
の
で
、
沼
津

で
乗
り
換
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
下
関
か

ら
は
自
宅
に
酒
を
送
っ
て
い
る
（
日
記

八
月
三
日
）。そ
し
て
、
い
よ
い
よ
下
関

港
か
ら
午
後
一
〇
時
三
〇
分
発
の
関
釜

連
絡
船
に
乗
り
釜
山
へ
向
か
っ
た
。

朝
鮮
各
地
の
視
察

八
月
二
日
、
午
前
六
時
に
釜
山
に
着
き
、

七
時
五
〇
分
発
の
列
車
で
仏
国
寺
へ
向
か
っ

た
。
仏
国
寺
周
辺
は「
朝
鮮
八
景
の
一
、〔
略
〕

慶
州
仏
国
寺
を
中
心
と
し
て
其
の
近
郊
に
散

在
す
る
陵
墓
・
城
趾
・
寺
院
堂
塔
等
の
遺
跡

と
共
に
朝
鮮
遊
覧
に
は
除
く
こ
と
の
出
来
な

い
処
と
な
っ
て
ゐ
る
」（『
朝
鮮
旅
行
案
内
』

朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
、
一
九
三
七
年
、
安
室

吉
弥
家
資
料
一
七
六
一
）
と
紹
介
さ
れ
る
景

勝
地
で
あ
っ
た
。
現
在
は
仏
国
寺
・
石
窟
庵

は
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。仏
国
寺
駅（
写

真
2
駅
ス
タ
ン
プ
）
に
午
前
一
〇
時
三
二
分

に
着
き
、
こ
の
日
は
、
先
ず
入
場
料
三
〇
銭

の
仏
国
寺
に
見
学
に
行
き
、
そ
の
後
、
一
円

八
〇
銭
の
昼
食
を
と
っ
て
い
る
。
午
後
は
入

場
料
一
五
銭
の
石
窟
庵
を
見
学
し
、
一
円
五

〇
銭
の
記
念
撮
影
も
し
て
い
る
（
写
真
3
）。

ま
た
自
動
車
代
と
し
て
一
円
五
〇
銭
を
出
費

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
慶
州
駅
（
写
真
2
駅

ス
タ
ン
プ
）
へ
移
動
し
、
市
内
見
学
に
自
動

車
代
二
円
五
〇
銭
を
支
払
っ
て
い
る
。
夜
は

慶
州
の
柴
田
旅
館
に
宿
泊
し
（
写
真
4
）、

三
人
分
一
五
円
五
〇
銭
、
ま
た
一
円
で
洗
濯

も
頼
ん
で
い
る
。

翌
三
日
は
、
慶
州
駅
午
前
六
時
三
八
分
発

に
乗
り
大た

い
き
ゅ
う邱
駅
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
急
行

写真3　石窟庵　中央が安室晋治
� （安室吉弥家資料No.124）

写真2　仏国寺駅と慶州駅のスタンプ
� （安室吉弥家資料No.124）

写真4　不知火旅館支店と柴田旅館のタグ
� （安室吉弥家資料No.124）

写真5　列車食堂の案内
� （安室吉弥家資料No.124）
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列
車
で
京
城
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
列
車
の
中

で
食
堂
車
を
利
用
し
て
昼
食
を
取
っ
て
い
る
。

写
真
5
は
、
日
時
は
不
明
だ
が
朝
鮮
鉄
道
の

列
車
食
堂
の
案
内
で
あ
る
。
京
城
駅
に
は
午

後
一
時
三
〇
分
に
着
、
二
時
二
〇
分
の
列
車

で
港
町
仁
川
へ
見
学
に
向
か
い
、
京
城
駅
に

は
五
時
一
〇
分
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
宿
泊

は
不
知
火
旅
館
の
予
定
で
あ
っ
た
。
翌
四
日

は
、
終
日
京
城
を
視
察
し
て
い
る
。
京
城
は
、

李
氏
朝
鮮
が
首
都
と
し
た
漢
城
、
現
在
の
ソ

ウ
ル
で
あ
り
、
人
口
六
七
万
人
の
都
市
で

あ
っ
た
。
午
前
は
朝
鮮
総
督
府
を
訪
問
し
、

午
後
は
総
督
府
博
物
館
（
写
真
6
）
な
ど
を

見
学
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
日
は
、
午
前
一
一
時
四
五
分
発
の
列
車

で
鉄て

つ

原げ
ん

駅
に
向
か
い（
午
後
四
時
一
〇
分
着
）、

四
時
二
八
分
発
の
金
剛
山
電
気
鉄
道
に
乗
り

換
え
て
内う

ち

金こ
ん

剛ご
う

駅
に

九
時
三
五

分
着
、
不

知
火
旅
館

支
店
（
写

真
3
）
に

宿
泊
し
た
。

金
剛
山
は

「
江
原
道

の
北
方
海

岸
に
近
く

高
城
・
淮

陽
の
二
都

に
跨
る
広

袤
約
百
平
方
粁
に
及
ぶ
山
域
一
帯
を
称
し
、

古
来
万
二
千
峰
の
称
あ
る
程
多
数
の
奇
峰
峻

嶺
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
互
に
錯
綜

し
て
形
造
る
渓
谷
は
数
限
り
な
く
急
峻
絶
壁

の
万
態
を
現
は
し
、
其
の
山
岳
美
は
世
界
的

に
知
ら
れ
て
ゐ
る
」（『
朝
鮮
旅
行
案
内
』）と

い
う
景
勝
地
で
あ
る
。
写
真
7
の
金
子
常
光

の
鳥
瞰
図
で
も
、
多
く
の
峰
が
あ
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
翌
六
日
の
午
前
中
は
内
金

剛
を
見
学
し
、
食
事
の
後
、
午
後
一
時
二
〇

分
発
の
電
車
で
鉄
原
へ
戻
り
、
午
後
七
時
一

五
分
の
列
車
に
乗
り
換
え
京
城
に
戻
り
、
村

上
旅
館
に
宿
泊
し
た
。

八
月
七
日
は
、
京
城
駅
を
午
前
七
時
三
〇

分
に
出
発
し
平
壌
に
向
か
っ
た
。
平
壌
駅

（
写
真
8
駅
ス
タ
ン
プ
）
に
は
二
時
三
〇
分

着
、
そ
の
ま
ま
市
街
見
物
に
出
か
け
て
い
る
。

平
壌
は
「
人
口
十
八
万
余
を
擁
す
る
西
鮮
一

の
大
都
会
で
大
同
江
の
流
域
地
方
は
豊
饒
な

る
農
産
物
と

石
炭
を
産
し

地
の
利
を
得

て
附
近
に
は

大
工
場
簇
出

し
一
大
工
業

地
帯
を
現
出

し
て
ゐ
る
。

〔
略
〕
観
光

都
市
と
し
て
の
平
壌
は
朝
鮮
古
代
史
を
飾
る

檀
君
・
箕
子
・
楽
浪
・
高
句
麗
の
遺
蹟
、
文

禄
・
日
清
の
戦
跡
等
の
名
所
旧
蹟
に
富
み
」

（『
朝
鮮
旅
行
案
内
』）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

夜
は
桜
旅
館
に
宿
泊
し
た
。

翌
八
日
に
は
留
守
宅
に
次
の
よ
う
な
葉
書

を
送
っ
て
い
る
（
ノ
ー
ト
に
貼
付
）。「
元
気

デ
ス
、
平
壌
桜
旅
館
ニ
居
リ
マ
ス
、
原
田
十〔

重
〕

吉
ノ
玄
武
門
モ
ミ
マ
シ
タ
、
朝
鮮
料
理
モ
タ

ベ
マ
シ
タ
、
牛
ノ
舌
、
ト
リ
ノ
キ
モ
、
蛙
ノ

ア
ゲ
モ
ノ
、
三
十
五
度
ノ
焼
酎
デ
ス
、
安
奉

線
ハ
今
日
マ
ダ
不
通
デ
ス
、
鎮
南
浦
ヲ
見
学

致
シ
マ
シ
タ
、
ナ
カ
〳
〵
ヨ
イ
港
デ
ス
、
交

通
機
関
ノ
乏
シ
イ
所
デ
困
ツ
テ
居
マ
ス
、
飛

行
機
モ
雨
ノ
タ
メ
ニ
ト
ベ
ヌ
現
状
デ
ス
」
。

葉
書
か
ら
は
、
牛
タ
ン
や
鶏
も
つ
な
ど
の
朝

鮮
料
理
や
焼
酎
を
楽
し
み
、
日
清
戦
争
の
戦

跡
な
ど
を
廻
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
玄

武
門
は、
「
牡
丹
・
乙
密
両
台
の
鞍
部
を
な
す

処
に
平
壌
城
最
北
の
城
門
」、日
清
戦
争
の
時

に
「
元
山
支
隊
の
原
田
一
等
卒
が
挺
身
城
壁

を
越
え
、
門
扉
を
開
き
突
入
し
た
の
で
有
名

と
」
な
っ
た
門
で
あ
り
、
上
部
の
楼
閣
は
作

り
替
え
ら
れ
て
い
た
が
、
下
部
の
石
門
は
当

時
の
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う（『
朝
鮮
旅
行
案

内
』）。
ま
た
、
本
来
八
日
の
予
定
は
、
平
壌

か
ら
安
東
経
由
で
奉
天
へ
行
く
は
ず
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
南
満
洲
鉄
道
安
奉
線
（
安
東

─
蘇そ

か
と
ん

家
屯
で
連
京
線
に
繋
が
り
奉
天
へ
）
が

不
通
の
た
め
、
予
定
通
り
と
は
行
か
ず
、
飛

行
機
の
便
も
あ
っ
た
が
雨
で
飛
ば
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
鎮ち

ん
な
ん
ぽ

南
浦
へ
足
を

伸
ば
し
て
い
る
。

鎮
南
浦
は
、
日
清
戦
争
時
に
日
本
軍
の
艦

隊
停
泊
地
・
兵
站
基
地
と
な
り
、「〔
略
〕近
時

築
港
も
竣
成
し
て
一
万
噸
級
の
巨
船
が
楽
々

と
出
入
碇
繋
す
る
こ
と
の
出
来
る
設
備
を
有

す
る
」
港
湾
都
市
と
な
り
、「
輸
移
出
入
品

の
大
部
分
は
米
穀
で
占
め
、
大
同
載
寧
両
江

の
流
域
に
跨
る
沃
野
よ
り
産
出
す
る
農
産
は

此
地
を
中
心
と
し
て
取
引
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」、

ま
た
、「
郊
外
大
代
面
大
頭
里
に
在
る
日
本

写真6　絵葉書　朝鮮総督府博物館　同館のスタンプが押してある
� （安室吉弥家資料No.1562）

写真7　�金剛山付近鳥瞰図　『朝鮮』（朝鮮総督府）1931年、部分
� （安室吉弥家資料No.1562挟み込み）

写真8　平壌駅スタンプ
� （安室吉弥家資料No.124）

写真9　絵葉書　平壌牡丹台博物館　スタンプが押されている
� （安室吉弥家資料No.1562）
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興〔
鉱
業
〕業
株
式
会
社
鎮
南
浦
製
錬
所
（
元
久
原
製

錬
所
）
は
〔
略
〕
近
時
金
輸
出
再
禁
と
共
に

産
金
熱
旺
盛
の
為
昔
日
の
活
況
を
呈
し
て
き

た
」
な
ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
平
壌　

昭
和
拾
壱
年
版
』
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
、
安

室
吉
弥
家
資
料
一
七
六
一
）。一
行
は
港
湾
や

市
街
だ
け
で
な
く
、
鎮
南
浦
製
錬
所
も
見
学

し
て
い
る
。
九
日
も
平
壌
市
街
を
見
物
し
て
、

よ
う
や
く
午
後
八
時
四
三
分
発
の
列
車
に
乗

り
安
東
経
由
で
奉
天
へ
向
か
っ
た
。
安
奉
線

の
不
通
に
よ
り
、
こ
の
後
の
予
定
を
大
き
く

変
更
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の
桜
旅
館

三
人
二
泊
は
、
二
九
円
九
五
銭
で
あ
っ
た
。

満
洲
の
視
察

奉
天
に
は
一
〇
日
午
前
一
一
時
に
到
着
し

た
。
奉
天
は
人
口
約
四
六
万
人
の
満
洲
の
主

要
都
市
で
あ
る
。
昼
食
後
、
午
後
は
奉
天
市

内
を
見
学
し
て
い
る
。
ノ
ー
ト
に
は
、
奉
天

教
育
庁
の
組
織
や
韋
煥
章
庁
長
な
ど
役
職
者

の
名
前
や
学
校
名
、
ま
た
奉
天
教
育
研
究
所

石
川
七
五
三
二
な
ど
に
宛
て
た
紹
介
名
刺

（
白
幡
小
校
長
長
谷
川
雷
助
）
が
残
っ
て
い

る
。
夜
は
大
丸
旅
館
に
宿
泊
し
て
い
る
。

翌
一
一
日
は
、
午
前
七
時
三
〇
分
の
列
車

で
撫ぶ

じ
ゅ
ん順
へ
向
か
っ
て
い
る
（
九
時
七
分
着
）。

撫
順
は
、
露
天
掘
り
な
ど
で
著
名
な
巨
大
炭

鉱
の
町
で
、
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
の

一
つ
で
あ
っ
た
（
写
真
11
）。現
地
の
日
本
陸

軍
の
守
備
隊
へ
も
訪
問
し
て
お
り
、「
撫
順
木

越
部
隊
副
官
」の
名
刺
が
残
っ
て
い
る（
ノ
ー

ト
貼
付
）。そ
の
後
、
撫
順
駅
発
午
後
二
時
一

〇
分
の
列
車
で
奉
天
に
戻
っ
た
後
、
午
後
六

時
一
〇
分
発
の
列
車
で
新
京
へ
向
か
い
（
一

〇
時
四
〇
分
着
）、愛
国
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
。

新
京
は
、
も
と
は
長
春
で
あ
り
、「
満
洲
国
」

創
建
と
共
に
首
都
と
さ
れ
た
人
口
約
一
八
万

人
の
都
市
で
あ
る
。

一
二
日
は
、
新
京
市
内
を
見
学
し
た
後
、

午
前
一
〇
時
四
〇
分
発
で
吉
林
に
向
か
い

（
午
後
一
時
一
五
分
着
）、
吉
林
を
見
学
し
、

新
京
に
戻
り
宿
泊
し
て
い
る
。
翌
一
三
日
も

新
京
市
内
を
見
学
し
、
若
干
離
れ
た
満
洲
事

変
の
激
戦
地
の
南
嶺
な
ど
に
も
足
を
運
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
る
。
参
拝
記
念
の
ス
タ
ン
プ

を
押
し
た
絵
葉
書
が
残
っ
て
い
る
（
写
真

12
）。新
京
で
は
「
文
教
部
ヲ
訪
問
、
御
陰
様

ニ
テ
新
興
満
洲
国
ノ
教
育
状
況
ヲ
精
細
ニ
」

視
察
し
た
旨
の
手
紙
文
を
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
奉
天
の
南
満
中
学
堂
、
青
年
学
校
、
新

京
の
小
学
校
、
大
連
の
第
二
中
学
校
に
宛
て

て
、
安
奉
線
が
不
通
で
あ
っ
た
た
め
に
訪
問

で
き
な
い
旨
を
通
知
し
て
い
る
（
安
室
一
二

四
）。奉
天
は
既
に
通
っ
て
来
て
い
る
が
、
予

定
で
は
一
四
日
に
二
時
間
弱
の
滞
在
予
定
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
午
後
四
時
五
八
分
発
の

列
車
で
哈は

る
ぴ
ん

爾
濱
に
向
か
っ
て
い
る
（
午
後
九

時
一
四
分
着
）。哈
爾
濱
で
は
富
久
屋
旅
館
に

宿
泊
し
た
。
一
四
日
は
、
哈
爾
濱
見
学
に
費

や
し
て
い
る
。
他
の
都
市
同
様
に
教
育
機
関

や
、
写
真
13
に
み
る
よ
う
に
日
露
戦
争
跡
な

ど
も
見
学
し
て
い
る
。

本
来
の
予
定
で
は
、
一
四
日
に
哈
爾
濱
を

出
て
、
新
京
・
奉
天
を
経
由
し
て
、
温
泉
地

で
あ
る
湯と

う
こ
う
し

崗
子

に
宿
泊
す
る
予

写真10　�絵葉書　日本製粉鎮南浦工場　鎮南浦駅のスタンプが押
されている� （安室吉弥家資料No.1562）

写真11　絵葉書　撫順龍鳳坑　撫順駅のスタンプが押されている
� （安室吉弥家資料No.1573）

写真12　�絵葉書　新京郊外南嶺戦跡記念碑　参拝記念のスタンプ
が押されている� （安室吉弥家資料No.1573）

写真13　�哈爾濱の志士之碑　手前中央が安
室晋治（安室吉弥家資料No.1562）

写真14　�満鉄あじあ号のステッカーと大連亜細亜ホテ
ルのタグ� （安室吉弥家資料No.124）
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定
で
あ
っ
た
が
、
翌
一
五
日
、
哈
爾
濱
午
前

一
〇
時
発
で
大
連
に
向
か
っ
て
い
る
。
南
満

洲
鉄
道
の
特
急
「
あ
じ
あ
号
」（
写
真
14
ス

テ
ッ
カ
ー
）
に
乗
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
連

に
は
午
後
一
〇
時
四
〇
分
に
到
着
し
、
亜
細

亜
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
る
（
写
真
14
）。大

連
と
翌
日
に
訪
問
す
る
旅
順
は
、
遼
東
半
島

先
端
に
あ
る
日
本
の
租
借
地
で
あ
る
。

翌
一
六
日
は
、
午
前
九
時
に
出
発
し
て
終

日
旅
順
を
見
学
し
て
い
る
。二
〇
三
高
地（
爾

霊
山
）
や
水
師
営
会
見
所
跡
（
写
真
15
）
な

ど
の
日
露
戦
争
の
戦
跡
や
、
旅
順
博
物
館
な

ど
も
巡
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
七
日
は
、

終
日
、
大
連
市
内
を
見
学
し
て
お
り
、
大
連

神
社
や
沙
河
口
神
社
の
ス
タ
ン
プ
入
り
絵
葉

書
、
福
昌
華
工
株
式
会
社
が
経
営
し
て
い
る

苦
力
の
収
容
施
設「
碧
山
荘
」の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
残
っ
て
い
る
（
安
室
吉
弥
家
資
料
一
五

七
三
、
一
七
六
五
）。
ま
た
、「
大
・
小
七
箇

の
広
場
を
中
心
に
、
舗
装
さ
れ
た
多
数
の
道

路
は
蜘
蛛
網
状
に
八
方
に
放
射
し
、
街
路
に

は
す
べ
て
煉
瓦
造
り
の
宏
壮
な
建
築
が
立
ち

並
び
、
極
め
て
清
潔
」（『
朝
鮮
満
洲
旅
行
案

内
』）と
評
さ
れ
た
町
並
み
も
見
学
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
南

満
洲
鉄
道
の

食
堂
車
の
案

内
を
紹
介
し

よ
う
。
安
室

晋
治
の
ノ
ー

ト
に
は
、
九

枚
の
案
内
が

貼
付
さ
れ
て

い
る（
写
真
16
、

「
領
収
書
」

写
真
17
）。

朝
・
昼
・
夕

食
だ
け
で
な
く
、
一
品
料
理
や
お
茶
の
時
間

に
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
冷
た
い
飲
み
物
な

ど
の
案
内
も
あ
っ
た
。

予
定
で
は
、
一
七
日
に
、
大
連
か
ら
船
に

乗
り
門
司
に
着
く
筈
で
あ
っ
た
が
、
予
定
変

更
に
よ
り
、
大
連
一
七
日
午
後
一
〇
時
二
〇

分
発
で
蘇
家
屯
・
平
壌
・
新
京
を
経
由
し
釜

山
に
一
九
日
午
後
六
時
三
〇
分
に
着
き
、
午

後
一
〇
時
三
〇
分
の
関
釜
連
絡
船
に
乗
船
、

翌
二
〇
日
朝
七
時
一
五
分
に
下
関
到
着
、
八

時
五
〇
分
発
の
寝
台
急
行
に
乗
り
、
二
一
日

朝
、
六
時
二
〇
分
に
横
浜
駅
に
到
着
し
た
。

帰
宅
後
の
こ
と

横
浜
駅
に
六
時
二
〇
分
に
到
着
し
た
安
室

晋
治
は
、
自
宅
に
八
時
に
帰
宅
し
た
。「
⒈　

朝
八
時
満
洲
ヨ
リ
帰
宅
。
⒉　

一
日
中
整
理

ニ
忙
シ
イ
」、二
一
日
の
日
記
に
こ
の
様
に
記

し
て
い
る
安
室
は
、
メ
モ
や
絵
葉
書
な
ど
の

整
理
に
忙
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
写
真
18
の

絵
葉
書
帳
二
冊
に
は
、
掲
出
し
た
も
の
以
外

に
も
各
地
の
絵
葉
書
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

二
四
日
に
は
、
家
族
が
土
産
物
を
親
戚
な
ど

の
人
達
に
持
参
し
て
い
る
。
出
発
の
際
に
見

送
り
に
来
た
青
年
会
な
ど
の
人
々
に
は
、
九

月
に
礼
状
と
記
念
品
と
し
て
灰
皿
を
贈
っ
た

（
何
故
か
案
内
に
は
二
四
日
帰
浜
し
た
と

な
っ
て
い
る
）。八
月
残
り
の
夏
休
み
期
間
を

過
ご
し
た
安
室
晋
治
は
、
九
月
一
日
、
始
業

式
に
臨
ん
で
い
る
。

こ
の
視
察
旅
行
が
行
わ
れ
た
三
七
（
昭
和

一
二
）
年
八
月
は
、
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
か

ら
日
中
の
戦
闘
が
始
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ

る
。
新
聞
で
は
、
連
日
、
戦
争
の
ニ
ュ
ー
ス

が
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
た
。
地
元
か
ら
の

書
簡
に
は
「
日
支
ノ
関
係
モ
今
処
頗
ル
平
静

ノ
状
態
デ
ア
リ
マ
ス
ノ
カ
最
近
要
員
ノ
召
集

モ
ア
リ
マ
セ
ン
ガ
、
御
視
察
ハ
ル
ビ
ン
方
面

ハ
砲
煙
ノ
火
中
ニ
ア
ル
コ
ト
故
充
分
ニ
御
注

意
ガ
肝
要
デ
御
座
イ
マ
ス
」（
八
月
六
日
発
、

北
見
玉
吉
書
簡
、
ノ
ー
ト
貼
付
）
と
あ
っ
た
。

視
察
の
細
か
い
状
況
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
が
、
ノ
ー
ト
か
ら
は
戦
争
の
影
響
が
余

り
感
じ
ら
れ
な
い
。
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